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採点基準 
 

１.採点における評価内容 

 ○次のＡ～Ｅの５段階の評価 
Ａ：非常に優れている（配点×1.0）  
Ｂ：優れている   （配点×0.8）  
Ｃ：標準      （配点×0.5） 

     Ｄ：やや劣る    （配点×0.2） 
    Ｅ：劣る        （配点×0.1） 
 

２.採点方法 

 ○審査区分 

・実施体制（4 項目、配点 10 点→計 40 点）     各委員持ち点 90 点 

・支援内容（4 項目、配点 10 点又は 20 点→計 50 点）     

・提案価格（最高 10 点）                    価格点  10 点以内 

              ※満点は 460 点 

３.評価項目の構成 

 ○評価の柱 

  ・山梨県の状況を理解していること（県事業、方向性） 

  ・参加者の拡充と内容の充実に対応できること 

  ・実効性・・①具体的に実施できる内容であること（ ○できます ×やります ） 

        ②子ども支援の県内関係団体（者）と協力できる体制 

  

（１） 実施体制に関する基準 

                ↓ 点数を付ける際のポイント 

項目 評価の視点 

① 確実に業務が遂行できる実施体制になって

いる  

（10 点) 

・担当、人数等が仕様書の要件を満たしている 

・具体的な学習指導方法がある 

・具体的な生活支援の実施方法がある 

② 配置する職員は、学習支援の経験が豊富で

ある 

（10 点） 

・職員の履歴（経験）の記載 

・各職員のセールスポイントの記載 

③ 子どもの支援に対する理解が充分にある 

 （10 点） 

・配置する職員のみならず、団体全体で子ども 

支援の理解を深める具体的な取組みがある 

（過去の実績や今後の具体的な計画がある場合 

は評価を高める） 

④インフルエンザ等、感染拡大時にも独自の学

習支援場所を確保できる 

（10 点） 

・独自の学習支援場所を確保できる方策がある 

・感染拡大時の具体的な別支援の方法がある 

 

資料２ 



R７年度選定委員会 

 

（２）課題対応、支援内容に関する基準  

 

基準 評価の視点 

① 山梨県における子どもの貧困の現状や課

題、本業務の目的を理解し、使命感を持っ

ている 

（10 点） 

・山梨県の子ども福祉の現状を理解している 

・本業務の目的を理解している 

・貧困対策に関する使命感がある 

② 対象家庭の個々の事情に応じた子ども及び保

護者の生活相談、実践的な支援ができる 

 （10 点） 

・参加要件の世帯毎に生活相談ができる提案 

 がある 

・実践的な支援につなぐことのできる具体的 

な方法がある 

③ 参加者の学習及び進学相談に関する効果的な

指導が期待できる 

 （10 点） 

・個々の参加者に合わせた学習指導方法 

 （個別計画）が立案できる体制にある 

・山梨県を含む近都県の進学、高校受験の 

ために情報を提供できる 

（過去の実績や今後の具体的な提供方法がある

場合は評価を高める） 

④ 参加者に対し、社会性の育成、学習意欲の向

上のために、体験活動を提案できる  

（20 点） 

・社会性の育成、学習意欲の向上が期待できる 

具体的な企画の提案がある。（事例のみの 

提案、調整を要し実現性に欠ける提案は、 

評価を低める） 

 

（３）提案価格（10 点） 

  ・評価項目にある仕様書にある事項を実現できるだけの内容が担保されていることを 

   前提とし、提案価格の低い順に評価する。 

⇒ 最低価格団体をＡ評価（１０点）、次点をＢ評価（８点）、これ以下は加点を行わない。 

 

（４）コメント（点数無し） 

 ・採点後、点数の高かった団体と点数の低かった団体と比較し、点数の高かった団体の 

優れていた点等を記載していただき、その内容を公表する（委員名は非公表） 

 

 


